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高速点火レーザー核融合は、あらかじめ燃

料を爆縮し、燃料が最大密度になった時刻

に加熱レーザーを入射して高速電子を加速

し、電子のエネルギー付与によって点火温

度まで加熱するという手法である。効率的

に加熱するためには、高速電子のスペクト

ルをTe=1MeV程度にする事が重要である。
2013年の実験ではT1=1MeVとT2=15MeVの2
成分をもつスペクトル事が明らかになり[1]、
加熱効率低迷の理由は高温成分T２の存在
である事が分かった。低密度プレプラズマ

がターゲット表面に出来た状態で加熱レー

ザーを入射させると高速電子スペクトルが

高エネルギー化し、加熱効率を低減させて

しまう。加熱レーザーのプレパルスによる

プレプラズマ[小島26pB01]の他に、爆縮プ
ラズマの圧力によってコーンターゲットが

プラズマ化する事も克服すべき重要な課題

である。本研究では爆縮によってコーンタ

ーゲット内面がどの時刻からプレプラズマ

が生ずるか(=Breaktime)をVISAR計測によ
って測定した。そのBreaktimeの前後に加熱
レーザーを入れた際に、高速電子がどう変

化するかについて調べた。いくつかのデザ

インのコーン付きターゲットを爆縮し、コ

ーン内面が破断する時刻を可視プローブ光

を用いたVISAR計測で計測した。次に同タ
ーゲットに加熱レーザーを照射して電子ス

ペクトルを測定した。７μm厚のBreaktime
後に加熱レーザーを入れると高温度

T1=1.4MeVとT2=15MeVをもった電子スペ
クトルが得られ、2013年実験[1]を再現する
結果と成った。Breaktime前に加熱レーザー
を入れると図１のデータ黒線のような低温

スペクトルが得られた。最も低いスペクト

ルはT1=0.9MeVとT5=5MeVの2成分が観測
され、ブロック上ターゲット（爆縮による

プレプラズマは無い）で得られた物と良く

一致した。したがって、本研究で対象とし

た爆縮による電子温度上昇は解決した。講

演では実験詳細を含め、加熱効率に及ぼす

影響についても述べる。 
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図１	
 爆縮によってコーンターゲット内面が

プラズマ化する時刻をVISARで計測し、その時
刻の前後タイミングで加熱レーザーを入射し

た際の電子スペクトルの変化 
[1] S.Fujioka, etal., PHYSICAL REVIEW E 91, 
063102 (2015) 
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